
 多湖文書と信州大学

信州大学附属図書館松本合同図書館には、大学の前身である

旧制松本高校をはじめとして、松本女子師範学校郷土資料・

多湖文書など、昔から教育県として全国に名を馳せている信

州において、地域に根ざした高等教育を展開してきた歴史を

物語る和漢書および近世古文書が収蔵されている。

なかでも多湖文書は、松本藩戸田家の家臣として代々松本藩

の藩校崇教館の教授を務めた多湖家に伝わる蔵書と古文書で

ある。和漢籍および文書群の特徴は、17世紀における戸田家

の松本藩転封以前の美濃国加納、山城国淀、志摩国鳥羽時代

から始まり、19世紀後半の明治維新に至るまで、約200年近

くにわたり、多湖家の歴代当主が収集・編纂した和漢書や松

本藩の出版物、同家伝来の漢籍稿本および未定稿、往復書簡

類などから構成されている。

多湖文書は、これまで未整理のため公開されてこなかった

が、今回その一部を初公開するきわめて貴重なものである。
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104    天変一夜の湖   作者不詳　弘化4年（1847）

善光寺地震の災害絵図。弘化４年（1847）３月の善光寺大地震による
山崩れと犀川の流れを遮断して引き起こした洪水の被害状況を絵図に仕
立てたもの。崩れた土砂についての具体的数値が記される。また埋没集
落、水没地域、焼失被害地域、家屋倒壊地域等、各地の被災状況を色分
けしてある。
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105   信濃国大地震火災水難地方全図
稲荷山宮匠編刊　弘化4年（1847）

善光寺大地震の災害状況を記した絵図。畳物一鋪。余震が収まらない
なかで、遠方の友人たち多数の問合せに応じるために印刷したと図中
にあり、臨場感を添えている。

106   弘化四年大地震并山崩大火水押人死田畑水損
有増記　作者不詳　弘化4年（1847）

弘化４年（1847）３月の善光寺大地震に取材した
読売（瓦版）。地震の被災状況を記録する。印刷の
様子は典型的な田舎版。地元・信濃国内で発行され
たものと思われる。稀本。
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107    信州松本図    作者不詳　19世紀前半

19世紀前半の松本城下町の絵図。紙本彩色。１町（108m）を１寸（3.3cm）で作図
している。武家地には家臣名、町人地は朱で彩色。余白に松本城と歴代の松本藩主を
記す。学館（崇教館）および松平（戸田）光年の書込から、上限年代は寛政年間
（1789－1800）をさかのぼらない。



108   澹斎長沼先生行状　多湖安元校訂　天保12年（1841）

長沼流兵学の教本。半紙本。松本藩の藩校、崇教館板の木活字本と同じ活字を使用して印刷
されている。松本藩の長沼流兵学の指針とすべく、松本藩の儒者多湖安元が天保12年
（1841）に校正・出版した。松本藩板は信州大学以外に伝存しない貴重本。多湖家旧蔵書。

109   太子開城記    作者不詳　１7世紀（推定）

聖徳太子の伝記を物語風に仕立てた一代記。綴葉装。
金泥・草花文の下絵による鳥の子紙を使用。斑山文庫
（高野辰之）旧蔵。本来は極彩色の絵入り奈良絵本だっ
たが、惜しいことに絵はすべて剥がされている。題簽
や紺紙の表紙、見返しや鳥の子紙の料紙等まで、金切
箔や砂子・金泥等で装飾を施した、豪華な造りの室町
時代物語の写本。他に伝本はなく、室町時代物語のみ
ならず聖徳太子信仰等の研究にも貴重な資料。『室町
時代物語集』の翻刻底本。

110   恨の介    作者不詳
慶長 14年（1609）―元和 3年（1617）頃（推定）

仮名草子。 写本一冊。 作者不詳。 慶長 11 年（1606）、
伏見城松の丸番衆松平若狭守近次をモデルとする密通
事件を、恋物語として構成したもの。慶長 14 年
（1609）以後元和３年（1617）までの間に成立（推定）。
『日本古典文学大系仮名草子集』の底本のひとつ。古
写本としては国内最古に属する貴重本で、学外での一
般公開は今回が初めてである。
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